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津嘉山小学校２年
おおしろ　　り　か

大城　璃佳
第 68回全琉小中高校図画作文書道コンクール　
書道の部　最優秀賞

初挑戦で最優秀賞
習字大好きガール

　第43 回沖縄県中学校柔道大会の個人および団体にて優勝
を総ナメにした南風原中学校　柔道部。キャプテンの玉城大和
さんは「練習をする時に大切にしていることが４つあります。
気持ちで負けない、前に出る、練習した技をかける、最後ま
で諦めないです。この中でも１番大切なのは、気持ちで負けな
いことです。これが崩れると、残りの３つも全て崩れてしまい
ます。去年はコロナで沢山の大会が中止になりました。その悔
しさを胸に、今年はリベンジの年にしたいです。県や全国大会
で、自分の練習してきた技を力一杯出すために、毎日の練習
を大切にしていきたいです。」と、意気込みを語ってくれました。

南風原中学校　柔道部 優勝総ナメの最強チーム

南風原中学校２年
さ　く　もと　　　か つき

佐久本　嘉月
第 57回全沖縄青少年読書感想文　最優秀賞

人と人との繋がりを大切に

　兄と姉の影響で幼稚園生から始めた
バドミントンは、みんなと一緒に練習し
ているときが一番楽しいと笑顔で教えて
くれた金城さん。家庭でも兄姉と一緒に、
お互いどうやったらもっと上手くなるかア
ドバイスし合っているそうです。「バドミ
ントンは、友達や仲間と協力しながら楽
しめる魅力的なスポーツです。中学生
になって、勉強量・練習量が増えて大
変だけど、今度は九州大会でベスト８以
上の結果を出せるよう、もっと頑張りた
いです。」と教えてくれました。

南星中学校１年
きんじょう　　み　さ

金城　光咲
第 40回新報児童オリンピック大会　
バドミントン女子シングルス　優勝
第 12回沖縄県小学生学年別
バドミントン選手権大会　優勝

第43回 沖縄県中学校柔道大会
個人および団体 優勝

笑顔のステキな
バドミントンガール

　石嶺さんは、中学校の吹奏楽部の体験でフルートを
演奏する先輩に憧れ入部、それからフルートの虜になっ
たそうです。「フルートは音が綺麗で癒やされるし、吹
いていてとても楽しいです。大会に出ようと決めたのは、
自分のスキルアップに繋がると思ったからです。部活の
練習だけでなく、個人レッスンや自宅での練習を毎日
積み重ねました。自分の思ったように吹けないときは、
落ち込むこともあるけど、フルートが大好きです。フルー
トは他の楽器よりも音が高く、人を癒やしてくれる音色
だと思うので、これからも練習を重ね、その魅力を沢
山の人に伝えられるような人になりたいです。」と教えて
くれました。

開邦高校１年
いしみね　　 あ　り　さ

石嶺　亜梨沙
第２回 JBA管楽器ソロコンテスト沖縄県大会　金賞

フルートの音色に魅せられて

津嘉山小学校４年
やま だ　　　ゆう　じ

山田　侑志
第 60回沖縄県児童生徒科学賞作品展
最優秀賞

お父さんと力を合わせた
大研究

たましろ やまと

ひ　が　あい の すけ みや ぎ　ゆう が てる や　りん たましろ　やまと よ　ざ　あい る おかもとひびきしんどうせい や こ ばしがわたか や おおやま る　ね
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　作文はあまり得意ではないと話す佐久本さん
は、本の面白さをみんなに伝えるために感想文に
挑戦したそうです。「今回は、１１番目の取引とい
う本の感想文を書きました。本自体が面白かった
ので、読むことは出来たけど、感想文にするのは
とても苦労しました。特に、事実と自分の感想を
分けて書くことが難しかったです。両親や学校の
先生に添削してもらいながら、なんとか書き上げ
ることができました。この本を通して、人生で大
切なのは周りにいる人や繋がりであること、お金
以上に大切なものがあることに気付かされました。
去年は、コロナで大会などの挑戦の場が沢山無
くなってしまたけど、今年は勉強も部活も沢山挑
戦できる年にしたいです。」と教えてくれました。

特集

南風原町の
輝く逸材をご紹介

　お母さんの勧めで小学校１年生か
ら習字を始めた大城さんは、開始１
年も経たないうちに見事、最優秀賞に
輝きました。今回の題材は「おばけ」
特に難しかったのは「お」の左下に
ある三角形の隙間をつくることだった
そうです。「自分の名前にも、おが入っ
てるから 12 回は書き直しました。次
は大好きな食べ物“いちご”の文字
をひらがなと漢字でチャレンジしてみ
たいです。漢字は難しそうだからお父
さんに教えてもらいながら書きます。」
と笑顔で教えてくれました。

　山田さんは、初挑戦の自由研究「オシ
ロイバナのかんさつ」にて見事、最優秀
賞を受賞しました。「前に住んでいた石垣
では白いオシロイバナが咲いていて、南
風原に引っ越してみると他にも色があるこ
とに気付いたのでお父さんと一緒に観察
を始めました。1942 個の花を観察し、
花びらの色、花の中央部分の色、花びら
の模様、茎の色で分類をしていきました。
分類わけは大変だったけど、いろんな色
や模様があることが発見できて楽しかっ
たです。まだ知らない花の色や模様を見
つけてみたいです。」と教えてくれました。
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